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特定非営利活動法人 国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌国際ふるさとの森づくり協会（レナフォ）情報誌 

Non Profit Organization International Association for Restoration of Native Forest

レナフォだよりレナフォだよりレナフォだよりレナフォだより    第第第第３３３３号号号号    

（（（（2020202010101010 年年年年 9999 月月月月))))    〒154-0023 東京都世田谷区若林 5-21-1 NPO 法人 国際ふるさとの森づくり協会  ■巻頭言 この夏は連日高温・熱中症・大雨のニュースが伝えられました。これも地球温暖化現象の現れとしたら、レナフォも一層頑張って森づくりを進めなければと改めて感じます。 お陰様をもちまして、レナフォは、会員の皆様方から温かいご支援をいただきながら、森づくりを進めております。個人会員は現在、77人（正会員 49、賛助会員 28）、団体会員は正会員 6団体（輪王寺、東禪寺、研進、京都銀行、エスペックミック、にいざわ皮ふ科）、賛助会員 2団体（三井不動産、国際航業）です。ご協力、誠にありがとうございます。 レナフォは 9月 1日から 2010年度に入りました。2009年度には湘南国際村=写真＝をはじめ 7カ所で森林再生事業の共催、支援、指導、協力事業を行い、2800人の市民と共に 1万 5000本のポット苗を植え付けました。 これらの事業は、会費のほかに、いくつかの団体の助成事業と連携し、あるいは財政的支援をいただきながら実施しました。たとえば、日本財団の「鎮守の森再生事業」「学校防災林再生事業」と連携して技術指導を受託。イオン財団からは苗木を提供していただきました。（株）丸井からも苗木の寄附をいただき、さらにクレジットカードから寄付していただく道も出来ました。日本テレビ社員の皆さんからも貴重なご寄付をいただきました。 財政的支援と並んで大変ありがたいのは森づくりに情熱を傾ける方々からの労力支援です。会員の皆さまには積極的に植樹祭へのご参加、ご支援をいただきました。たとえば、5月 23～24日の箱根芦ノ湖西岸の国有林内植樹では、12人の皆さんが大雨の中、準備作業・植樹作業に献身的なご苦労をいただきました。 林野行政もふるさとの森づくりに向けた新しい方向を打ち出し、ふるさとの森づくりがいよいよ面白くなりそうです。楽しみながらいっしょに苗木を植え、森づくりを続けましょう。  理事長  髙野義武 
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■「ふるさとの森づくり 技術指針」と普及用の小冊子を刊行 宮脇昭・特別顧問、鈴木邦雄・副理事長（横浜国立大学長）ら数人の理事をメンバーとする「技術指針作成委員会」がまとめた「ふるさとの森づくり 技術指針」（Ａ4判、27ページ）＝写真㊤＝と、普及用の小冊子「ふるさとの木によるふるさとの森づくり」（Ａ5判、10ページ、カラー）＝写真㊦＝が刊行されました。いずれも、日本財団の助成によるものです。 この方法を真似た、いい加減な植樹の例も散見されるため、40年の経験と実績を踏まえた間違いのないノウハウを集大成しました。指針の内容は、植栽場所として豊かな降雨のある日本国内で短期間に森林再生する場合を想定したものです。今後、外国の乾燥地域や国内でも人工造林間伐後の自然林再生などに適合した指針の作成に努める予定です。発行部数は500部。 小冊子は、イラストや写真を使って、苗木の植え方やマルチングの方法を分かりやすく示した一般参加者向けの植樹ガイドブックです。発行部数は10,000部。ご希望の方は、レナフォ事務局へご連絡ください。     ■第61回全国植樹祭湘南国際村サテライト会場・第2回レナフォ連携の森植樹祭  

（同サテライト会場実行委員会と共催） ＝５月２日 第 2回レナフォ連携の森植樹祭は、神奈川県横須賀市の湘南国際村「めぐりの森（仮称）」（Ｂ・Ｃ地区）で、好天の下、1500 人が参加して行われました=写真㊤。昨年に続いて、第 61回全国植樹祭サテライト会場植樹祭実行委員会との共催です。 
22 世紀に引きつぐ都市近郊の森づくりとして、レナフォ特別顧問、宮脇昭・横浜国立大学名誉教授の指導で、土地本来の木であるシイ、タブ、カシ類を中心に 22 種類 5,000本のポット苗を植えました。 開催までに、各方面の企業や団体の幅広い協力・協賛が寄せられた市民参加、協働参加型の植樹祭となり、財団法人イオン環境財団と、財団法人かながわトラストみどり財団からも助成をいただきました。 植樹祭開会式で、全国植樹祭湘南国際村サテライト会場実行委員会の神奈川県知事らに続いて、当協会の高野理事長もあいさつ。参加者の中には、ヒールの高い靴を履いてきた若い女性もいて、裸足になって汗まみれでポット苗を植えていたのが印象的でした。 また、関連イベントとして、かながわ環境大使、白井貴子さんのミニコンサート＝写真㊦＝や、キマグレンで知られる音霊 SEA STUDIO と NPO 法人

Good-Day（グッデイ）によるトークショーと音楽ライブ、自然観察会なども行われました。 
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■第2回「ふるさとの森づくりマイスター」研修会（主催）＝6月７～９日 14人が参加、湘南国際村センターを会場に、２泊３日の日程で行いました。講師は、宮脇特別顧問＝写真㊨、鈴木邦夫副理事長、原田洋理事（横浜国立大教授）、高野理事長、石村章子理事（ＮＰＯ法人地球の緑を育てる会理事長）、矢ケ崎朋樹・JISE研究員、後藤幸雄・㈱「三五」安全・環境部長、高野義智・エスペックミック社員の７氏。現場実習＝写真㊦＝を入れて11の講座で実施しました。 昨年の参加者の意見を参考に、今年は現場実習を充実させ、植栽基盤の耕起状況の把握、土壌改良材の混入作業などを組入れました。 修了後の試験合格者には、 「植生工学士登録証」と「植生工学士（ふるさとの森づくりマイスター）資格者証」（証明カード）が交付されました。        ■時ノ寿の森植樹祭（協力）＝３月14日 静岡県掛川市の「時ノ寿の森」植樹祭は、毎日新聞社が地元の市民団体「時ノ寿の森クラブ」（のちにＮＰＯ法人に登録）と共催、レナフォは協力の立場で応援しました。400人が参加し、3000本を植えました=写真㊨。同クラブは、民有の荒廃した人工林の地権者と管理契約を交わし、スギなどを間伐した後に広葉樹を植えて山林を再生させる事業を進めており、毎日新聞との共催は２回目。今回は、国土緑化推進機構が共催者に加わり、同県緑化推進協会が特別後援しました。  ■「鎮守の森」づくり（日本財団の「鎮守の森再生事業」を指導）  ①赤城神社（埼玉県熊谷市今井２８２）＝４月11日 神社の横を走る道路の拡幅事業により神社を囲んでいた森がほとんどなくなり、残った敷地に森を再生しようとする試み。日本財団助成の「鎮守の森再生事業」として実施された最初の植樹事業です。 桜の花びらが散っていたこの日は朝から晴れ上がり、柔らかな日差しの下、氏子の家々から家族総出で神社境内に集まり、子供たちやお年寄りが青いビニールシートに座って宮脇昭先生の植樹指導に聞き入った。総勢200人が参加し、境内の240㎡に広葉樹44種類、1008本を植えました＝写真㊨。 
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手ぬぐいを頭に巻いた老婦人同士の声が弾んでいた。「いつかこのチンコイ苗がカシの大木になってくれるなんてホントカネエ」  ②氷川神社（さいたま市中央区本町東６－１０９）＝４月17日   4月も半ばを過ぎたこの日、関東地方は朝から雪が降り、氷川神社の植樹現場やポット苗の上には数㎝の積雪がありました＝写真㊤。 
 早朝駆けつけたレナフォの会員はまず、植樹予定個所の脇に溜まった雪解け水を排除して植樹の作業スペースを確保しました。スコップで排水路を掘り、水をバケツで汲み上げて捨てる泥だらけの作業でした。 
 植樹が始まるころには、マルチング材として準備されたバーク堆肥の袋やポット苗のトレーのまわりは黒い土が現れ、なんとか植樹作業が出来る状態になりました。 
 宮脇先生の植樹指導は、雪のため神社境内の建物の中に変更されましたが、植樹の始まるころには雪もやみ、以後の作業は順調に進められ、180 人で、境内の163 ㎡に広葉樹 21種類、915 本を植樹しました＝写真㊦。        ■東禪寺植樹（開創400年企画を支援） ＝４月18日 東禪寺（団体会員）は東京都港区高輪にある臨済宗の古刹。千代城博光住職は、開創400年の記念事業として「東禪寺ドングリの森づくり」を企画され、レナフォは、宮脇特別顧問の指導＝写真㊨＝の下、具体的な計画・設計のお手伝いをしました。 大都市東京に決定的に欠けている自然を取り戻し、末永く世に残り、人々に喜ばれるものとして、寺内にふるさとの森づくりを今後も進めるご計画で、今回は350人が参加し、500㎡に、45種類、1800 本を植えました。 千代城住職の言葉が印象的でした。 「落葉を嫌って森づくりに反対の人がいたら、落葉は私たちのために酸素を出してくれた葉のなきがらだと言ってあげなさい。そう思えば、落葉に腹が立たったりしないでしょう」 
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■箱根国有林植樹（日本テレビと共催） ＝５月24日  70人が参加し、神奈川県足柄下郡箱根町仙石原１２４２の国有林野内1000㎡に、17種類､2500本を植樹。この状況は6月1日23時から、同テレビ系列で放映されました。 現場は国立公園内の、台風で倒木したスギ人工林跡地。林野庁関東森林管理局の皆さんも参加しました。林野庁が、スギ・ヒノキなど材木生産用人工林づくり一辺倒から、より自然に近い森林の再生にも目を向ける、大きな方向転換をしようとしていることを目の当たりにした思いでした。  前日の 23 日、事前準備にレナフォ会員を中心に 12 人の方がボランティアで集まりましたが、強風と大雨の中で作業は難渋を極め、日没までに終わることが出来ませんでした。このため、当日朝は 5 時に集合、苗木の分配・配置など残った作業を行って、なんとか植樹祭に間に合わせることが出来ました。 当日も激しい風雨が吹き荒れました。苗木にとっては好ましくても、作業する側には何とも厳しい２日間の天候でした。数日後、このテレビ番組を観た人から、「レナフォの会員になりたい」とメールをいただきましたが、あの日の苦労が少し報われた思いでした。  ■「学校の森」づくり（日本財団の「学校防災林再生事業」を指導） ①汲沢中学校（横浜市戸塚区） ＝2009年11月20日  前号でも紹介しましたが、日本財団助成の「学校防災林再生事業」として、最初に採択・実施された事業です。同中は、横浜市の西部にある元米海軍無線送信所に隣接、生徒数 521 人。植樹祭の前、同月９日に宮脇先生が全校生徒に講演し、当日は、スダジイ・タブノキ・シラカシなどの常緑広葉樹を中心に 31 種類、1206 本のポット苗を生徒有志 125人が植えました＝写真㊨。 苗木は順調に成長していますが、グランドの周囲に植えた一部の苗木が、運動中の生徒たちに踏まれ、衰退している状況が見られます。この経験を生かし、以後の学校防災林再生事業では必要な個所に木製の柵やネットを設けることを検討しています。 
 ※「学校の森」づくりは、自治体が広域避難場所に指定している場合が多い小中学校の敷地のまわりに、潜在自然植生の構成種からなる多様で豊かな自然林を再生し、大規模災害が発生し、人々が避難する事態が発生したときは、この森が避難民の命を守る、という構想で、宮脇特別顧問が広く提唱している事業です。 
87年前の関東大震災で、東京・本所の陸軍被服廠跡へ避難した人々は大部分が死亡し、すぐ近くの清澄庭園へ避難した人々からは一人も焼死者が出ませんでした。被服廠跡は板塀で囲まれていたが、清澄庭園の周囲は鬱そうとした照葉樹林であり、これが防火帯の役割を担ったわけです。学校防災林再生事業は、この時の教訓に習った「学校の森」づくりの趣旨に日本財団が賛同して実現しました。  ■ＪＩＳＥ市民環境フォーラム ＝３月22日  宮脇昭特別顧問が代表を務める地球環境戦略研究機関国際生態学センター（JISE）の市民環境フォーラム（ＮＰＯ法人・国際ふるさとの森づくり協会、毎日新聞社共催）が、横浜市のパシフィコ横浜で「生物多様性の保全とは」をテーマに開かれました。無農薬無肥料の自然栽培に取り組む青森県弘前市のリンゴ農家、木村秋則さん（60）が約 500 人の聴衆を前に講演し、「木を植えことで水がきれいになり、合わせて農家が農薬を少なくすることで、さらに食べ物も安全になっていく」と強調。宮脇氏も「子供の未来のために、いのちの森をつくりましょう」と呼びかけました。  この後、木村、宮脇両氏も参加、パネリスト５人でパネル討論＝写真＝が行われました。 
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    １、ふるさとの森づくり ①全日本トラック協会植樹祭（横須賀市湘南国際村、９月19日、1000本）＝共催、国土緑化推進機構助成 ②城北小学校植樹祭（さいたま市岩槻区岩槻6619、９月25日、1660本）＝指導、日本財団助成 ③第二大島小学校植樹祭（東京都江東区大島3-16-2、11月13日、1017本）＝指導、日本財団助成 ④第3回レナフォ連携の森植樹祭（横須賀市湘南国際村、11月13日、4500本）＝共催 ⑤第4回レナフォ連携の森植樹祭（横須賀市湘南国際村、2011年５月1日）＝共催  他に、日本財団助成の「学校の森」づくり（指導）を、川崎市、神戸市、愛知県東海市、横浜市、東京都品川区で５件、「鎮守の森」づくり（指導）４件を予定 ２、森林再生の環境教育事業 ①いのちの森づくり40年記念ジンポジウム＝協賛  ９月23日（木祝） 横浜市教育会館   講師：宮脇昭特別顧問、 ②ふるさとの森づくり市民フォーラム＝共催  2011年３月    パシフィコ横浜国際会議場  講師：宮脇昭特別顧問 ３、森林再生専門家の認証事業 ①第３回ふるさとの森づくり専門家（マイスター）研修会 
2011年６月   湘南国際村センター  講師：宮脇昭特別顧問ほか７人 ４、再生森林の認証事業 ①再生森林認証基準を作成し、専門家養成研修を実施する ②森林認証事業をスタートする ５、ポット苗生産事業 ①2009年度に続いて、長野事務所でポット苗の生産事業を行う。生産予定本数１万本 

 

 

※レナフォの公式サイトがオープンしました。ご愛読ください。http://www.renafo.com/                           NPO法人 国際ふるさとの森づくり協会 （ReNaFo）                   宛先： 〒154-0023 東京都世田谷区若林 5-21-1                      TEL/FAX： 03-3422-2765 
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